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研究の背景

64.4% 26.6% 8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

紙の絵本や本の⽅が好ましい
どちらかと⾔えば紙の絵本や本の⽅が好ましい
紙でも電⼦書籍でもどちらでもよい
どちらかと⾔えば電⼦書籍の⽅が好ましい
電⼦書籍の⽅が好ましい

93%

6%

1%

0% 50%以下 50%超

家庭での読書時間のうち、デジタル絵本・本を
読む時間の割合

3〜6歳の未就学児の⺟親を対象としたCedep×ポプラ社による調査結果から（2021年7⽉実施）

⼦どもの読書、紙とデジタルどちらが好ましいか



研究の背景

• 保護者の多くは「⼦どもの読書は紙の絵本・本」派で、現時点ではデジタル絵本
の利⽤は限定的

• ⼀⽅、⼦どものスクリーンタイムは、紙デジタルあわせた読書時間よりもずっと
⻑く、動画視聴やゲームに多くの時間が割かれている

↓

デジタル絵本・本と⼦どもの「これからの関わり」について考える意義は⼤きい

• ⼦どもにとって、紙の絵本（本）を読むこととデジタル絵本を読むことがどのよ
うに異なるのかについて、⼀貫した科学的知⾒は得られていない



研究⽬的

⼦と保護者による絵本の共同読み場⾯について、同じ絵本の紙版と
デジタル版を⽤いた実験によって直接⽐較する

• 紙とデジタルとで、物語の理解の仕⽅、共同読み時の⼦どもの集中度、親⼦の相
互作⽤の様⼦などを⽐較する

• 家庭の絵本・本環境、読書・読み聞かせ習慣、デジタル絵本経験の有無などとの
関連についても調べる



⽅法

実験室実験
• 東⼤構内のCedep実験室で実施
• ウェアラブルアイトラッカーによる
読み聞かせ時の親⼦の視線の同時計
測

オンライン実験
• Zoomを利⽤してオンラインミーティ
ング上で実験を実施

• 参加者はいつも絵本を読んでいる環
境（⾃宅）で参加できる

実験室実験とオンライン実験の２パターンの読み聞かせ実験を実施

使⽤した絵本は両実験で共通
『けんかのきもち』（柴⽥愛⼦/⽂・伊藤秀男/絵，2001）

『さきちゃんのくつ』（そうまこうへい/作・まるやまあやこ/絵，2016）



⽅法

実験の基本的な⼿順は実験室実験・オンライン実験共通
• ⼦と保護者が課題絵本（紙またはデジタル）を共同で読み、その後、⼦どもに絵
本の内容理解に関する質問をする
• 紙版は保護者が読み聞かせ、デジタル版はナレーション付き

• 保護者は家庭の読書環境など関する事前アンケートにも回答

実験室実験のみ：アイトラッカーによる視線計測
オンライン実験のみ：ウォームアップとしてお気に⼊りの絵本の読み聞かせ



⽅法

実験室実験 オンライン実験

4〜6歳児とその保護者9組が参加 4〜6歳児とその保護者69組が参加



結果：内容の理解

実験室実験・オンライン実験ともに、2つの絵本いずれについても、紙とデジタル
で絵本の内容理解に差はなかった

Table. オンライン実験における絵本の内容理解質問の正答率
事実質問 感情質問 全質問

紙けんか 90.6% 62.5% 70.5%
デジタルけんか 87.5% 60.0% 67.9%

紙さき 84.4% 77.5% 79.5%
デジタルさき 87.5% 66.3% 72.3%

事実質問：物語中の出来事を正確に記憶しているかどうか
感情質問：登場⼈物の⼼情の変化を理解できているかどうか



結果：⼦の集中度

実験室実験
• 紙の絵本の⽅が、⼦どもの視線が絵
本から外れることが少ない

オンライン実験
• 絵本のうち1つで、⼦どもは、紙の絵
本の⽅をより楽しかったと評価（も
う1種では紙とデジタルの差なし）

紙
の
絵
本

デ
ジ
タ
ル
絵
本

「お⼦さんはどのくらい集中して取り組んでいましたか？」
5段階評価の平均値（オンライン実験）

⼦どもにとって、紙の絵本の⽅が絵本に集中・没⼊しやすいかもしれない



結果：指標間の関連

実験パフォーマンスと読書環境・習慣に強い関連はなかった

オンライン実験
• 絵本の所有数、読み聞かせ頻度・時間など家庭の読書環境、保護者の読書量、デ
ジタル絵本の利⽤経験の有無は、実験パフォーマンス（絵本の内容理解、⼦によ
る楽しさの評価、保護者による集中度の評価）と関連せず

• ⼦の識字能⼒や⾔語発達指標の⼀部は、絵本の内容理解と弱く関連

• 絵本の内容理解、楽しさ、集中度は相互に関連していない



結果：読み聞かせ中の相互作⽤と実験環境

読み聞かせ中の相互作⽤については、さらなる分析が必要

• オンライン実験のウォームアップ「お気に⼊りの絵本」読み聞かせでは、課題絵
本を読んでいるときと⽐べ、⾮常に多くの会話や指さし等が⾒られ、読み聞かせ
スタイルにもバリエーションが⾒られた
⇒「デジタルか紙か」以外にも、絵本の種類、実験の場所など様々な要因が相
互作⽤のあり⽅に⼤きな影響を与えている

• これら様々な要因を踏まえ、会話や指さし、アイコンタクト等の相互作⽤の質や
量が、紙とデジタルでどう異なるかについて、今後さらに詳細に分析していく



まとめ：紙とデジタルどう違う？

• 紙の絵本とデジタル絵本とで内容の理解に⼤きな差はなさそうだ

• ⼦どもにとっては、紙の絵本の⽅が集中しやすいかもしれない

• 絵本によって、紙／デジタルの効果（＝相性）は異なるかもしれない

• 紙とデジタルの違いは、様々な要因の影響を踏まえて⾒極める必要がある
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「想像⼒についてのオンライン調査」参加者募集中
• ⼩学校3,4年⽣対象
• ご⾃宅からZoomを使って参加する調査です

詳細はCedepウェブサイトを御覧ください！
http://www.cedep.p.u-tokyo.ac.jp/event/35110/


